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屋久島環境文化研修センターでは、６月18日（日）に研修センターオープンデーを開催し
ます。皆さんどうぞお気軽におこしください。

開催日時 令和５年6月18日（日）9：30～12：30

参加費 無料

場 所 屋久島環境文化研修センター

申込み 事前の申込みは必要ありません

駐車場

荒川登山バス停付近の駐車場
・道路から入って奥をご利用ください
・道路沿いはご遠慮ください
・研修センター前は駐車できません

7月10日公開

内 容

・ちりめんモンスターを探せ！

・目指せ！屋久島フィールドマスター

・小鳥と話そう！バードコール作り

・耐火レンガでロケットストーブ作り

・永田浜のつの巻体験

・軽石からガラス作り

☆天候等により内容を変更することがあり

ます。予め御了承ください。

【参加にあたって】
○発熱等、体調の優れない方は参加をお控えください。
○荒天候等によりイベントが中止になる場合は、ホームページでお知らせします。



【6月・7月の休館日】村センター・研修センター休館日は同じです

6月: 5日（月）・12日（月）・19日（月） ・26日（月）

7月: 3日（月）・10日（月）・18日（火） ・夏休み期間（7/20～8/31）は毎日開館しております

私は、屋久島で生まれ、屋久島高校の環境コースで
屋久島について学んだあと、屋久島町役場に就職し
ました。その後、9年目にして屋久島環境文化財団に
勤務することになりました。
財団での仕事をしていく中で屋久島の魅力は多岐

にわたることを実感しています。山・海はもちろんで
すが、里にも大きな魅力があり、里の歴史は大変面白
いものです。それを味わえるツールとして里めぐりが
あります。
里（集落）を歩きながら地元の語り部さんが、里（集

落）の歴史・人々の暮らしを大変分かりやすく教えて
くれます。島外の方はもちろん、島内の方も新たな発
見が必ずあると思いますので、ぜひ一度参加するこ
とをおすすめします！

岩川 剣徒
事業課 主査

今年もついに、この季節がやってきましたね。みなさんは、「6月」と聞いて、頭に浮かぶものはどん
なものがあるでしょうか？屋久島では、道のいたるところをカラフルに彩る紫陽花、梅干やジュースなど
をつくる梅、南国の果物パッションフルーツなども収穫時期を迎えます。
また、寒かった頃は大人しかった昆虫やカエルなどの生き物たちも本格的に動き始めます。他にも、祝

日がない月や父の日、衣替えなどをイメージする方もいらっしゃると思います。そんな6月ですが、みな
さんが共通して気にされるのは、『梅雨』なのではないでしょうか？普段から雨の多い屋久島ですが、1
年の中でも最も雨が多くなるのがこの6月です。そして、衣類や本などはもちろん、食器にもはえること
のあるカビ、そして、２０時頃になると一斉に飛びはじめる流し虫（シロアリ）に悩まされる月でもあり
ますよね。そんな雨がよく降り、湿度が上がるこの時期のことを『梅雨』といいます。
『つゆ』や『ばいう』と読み、梅の雨と書く梅雨の語源をご存知でしょうか？諸説ありますが、この

『梅雨（ばいう）』は、中国から伝わってきた言葉で、もともとは『黴雨』という漢字を使っていたと言
われています。梅雨の気象現象は、日本だけでなく中国やアジアの一部でも起こるものであり、中国では、
この頃に降る雨を「カビをもたらす雨」として「黴（かび）の雨」で『黴雨（ばいう）』と呼んでいたそ
うです。その後、ばいうの発音が同じ梅雨の字が当てられ、それが日本に伝わってきたとされています。
そして、日本では、『つゆ』という特有の読み方をします。この『つゆ』は、草木についた水滴が「露

に濡れて湿っぽい」ことを意味する「露けし」からきた説や、長雨により食物や衣類が傷むことの「潰ゆ
（ついゆ）」からとった説もあります。今の暮らしとも重なり、想像しやすいのではないでしょうか。
これからの時期は、雨が多く空気がジメジメとして、天気も心もどんよりとしてしまいがちです。そん

な日は、お家でゆっくり過ごすのも良いかもしれません。また、梅雨でも晴天になり天気が良くなる「梅
雨の晴れ間」があります。
太陽が出た晴れの日には、ぜひ外に出て思いっきり深呼吸してみてください。うまくリフレッシュをし

ながら梅雨の時期を楽しみましょう。

インストラクター 小泉 沙織（りん）とカビの意外な関係性

屋久島和紙研究会による展示会を6月25日まで開
催しております。
屋久島で作られた和紙の表面に様々なものが表現

されております。
この機会に是非お越しください。


